
友
好
都
市
協
定
を
締
結

2
0
1
5
年
10
月
、
福
島
県
大
玉
村

は
、
ペ
ル
ー
の
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
村
と
友

好
都
市
協
定
を
締
結
し
た
。

イ
ン
カ
帝
国
の
遺
跡
が
あ
る
こ
と
で

知
ら
れ
る
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
村
。
世
界
各

地
か
ら
「
ぜ
ひ
友
好
都
市
に
」
と
の
声

が
掛
か
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
実
際
に

協
定
を
結
ん
だ
の
は
大
玉
村
が
最
初
。

マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
村
の
初
代
村
長
が
、
大

玉
村
出
身
の
野
内
与
吉
氏
だ
っ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
だ
。

締
結
は
数
多
く
の
人
た
ち
の
尽
力
の

賜
だ
が
、な
か
で
も
日
本
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ

協
会
の
会
長
を
務
め
る
野
内
セ
サ
ル
良

郎
氏
の
貢
献
は
大
き
か
っ
た
。

野
内
会
長
は
野
内
与
吉
氏
の
直
系
の

孫
。
2
0
1
2
年
に
大
玉
村
の
村
長
の

親
書
を
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
村
の
村
長
に
手

渡
し
た
あ
と
、
何
度
も
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ

村
に
働
き
か
け
、
よ
う
や
く
実
現
し
た
。

日
本
と
ペ
ル
ー
の
懸
け
橋
に

現
在
、
野
内
会
長
は
名
古
屋
市
に
在

住
。
ペ
ル
ー
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
に
、

東
海
地
方
の
小
中
学
校
や
高
等
学
校
、

生
涯
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場

所
で
講
演
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
南

山
大
学
大
学
院
で
与
吉
氏
と
マ
チ
ュ
ピ

チ
ュ
と
の
関
係
や
日
本
人
移
民
の
研
究

を
続
け
て
い
る
。
ま
た
、
活
動
の
か
た

わ
ら
、
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
村
を
訪
れ
、
文

書
資
料
の
発
掘
調
査
も
精
力
的
に
行
っ

て
い
る
。

日
本
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
協
会
は
2
0
1
4

年
に
設
立
さ
れ
た
非
営
利
団
体
。
ペ

ル
ー
文
化
や
日
本
人
移
民
の
歴
史
を
紹

介
す
る
な
ど
、
多
面
的
な
角
度
か
ら
ア

ン
デ
ス
を
知
っ
て
も
ら
う
活
動
を
展
開

す
る
。
ペ
ル
ー
の
子
ど
も
達
へ
の
学
用

品
の
支
給
支
援
な
ど
も
あ
わ
せ
て
行
っ

て
い
る
。

与
吉
氏
は
野
内
会
長
が
生
ま
れ
る

6
年
前
に
他
界
し
て
い
る
の
で
、
2

人
は
会
っ
た
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、

会
長
は
祖
父
の
話
を
祖
母
か
ら
繰
り

返
し
聞
く
う
ち
に
、
与
吉
氏
の
事
績
を

リマ

ナスカ
クスコ

ブラジル

コロンビア

エクアドル

ボリビア

マチュピチュ

「空中都市」と呼ばれるペルーの世界遺産、マチュピチュ遺跡。
その麓にあるマチュピチュ村と福島県大玉村が、2015年10月、友好都市協定を締結した。日本マチュピチュ協会
会長を務める野内セサル良郎氏にマチュピチュ村と大玉村のつながりや協会の活動についてお話をうかがった。
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後
世
に
語
り
継
ぐ
べ
き
だ
と
思
う
よ
う

に
な
っ
た
。
世
界
の
人
々
に
マ
チ
ュ
ピ

チ
ュ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
、そ
う
願
っ

て
い
た
与
吉
氏
。
野
内
会
長
は
そ
の
思

い
を
受
け
継
ぎ
、
日
本
と
ペ
ル
ー
の
懸

け
橋
に
な
ろ
う
と
、日
本
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ

協
会
を
立
ち
上
げ
た
。

 

野
内
与
吉
ス
ト
ー
リ
ー

野
内
与
吉
は
大
玉
村
の
裕
福
な
農
家

の
生
ま
れ
。
海
外
で
成
功
し
た
い
と
い
う

夢
を
叶
え
る
た
め
、1
9
1
7
年（
大
正

6
年
）
1
月
23
日
、
21
歳
の
時
に
移
民

船
「
紀
洋
丸
」
に
乗
り
、
横
浜
港
か
ら

出
国
。
契
約
移
民
と
し
て
ペ
ル
ー
へ

渡
っ
た
。

他
の
多
く
の
日
本
人
移
民
と
と
も

に
、
現
地
の
農
園
で
働
い
て
い
た
が
、

契
約
内
容
と
実
地
状
況
の
違
い
や
賃
金

の
不
払
い
な
ど
か
ら
、
農
園
で
の
仕
事

を
辞
め
、
米
国
や
ブ
ラ
ジ
ル
、
ボ
リ
ビ

ア
な
ど
を
放
浪
。
1
9
2
3
年
頃
に
再

び
ペ
ル
ー
へ
戻
り
、
ペ
ル
ー
国
鉄
の
ク

ス
コ
―

サ
ン
タ
・
ア
ナ
鉄
道
に
勤
務
し
、

会
社
専
用
電
車
の
運
転
や
路
線
拡
大

工
事
に
携
わ
っ
た
。

そ
の
後
、
路
線
拡
大
工
事
の
最
終
地

点
で
あ
っ
た
マ
キ
ナ
チ
ャ
ヨ
（
現
・
マ

チ
ュ
ピ
チ
ュ
）
で
生
活
を
始
め
た
。
マ

キ
ナ
チ
ャ
ヨ
は
、
電
気
も
水
道
も
な
い
、

数
家
族
だ
け
が
住
む
未
開
の
地
だ
っ

た
。
与
吉
は
、
川
か
ら
水
を
引
い
て
畑

を
作
っ
た
り
、
水
力
発
電
を
導
入
し
て

電
気
を
引
い
た
り
も
し
た
。
あ
ま
り
に

も
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
作
っ
て
し
ま
う

の
で
、「
七
つ
の
職
を
持
つ
男
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
。
創
意
工
夫
に
富
み
、
労

を
厭
わ
ず
、
村
に
尽
く
し
た
与
吉
は
、

現
地
の
人
た
ち
に
大
変
喜
ば
れ
た
。

1
9
3
5
年
、「
ホ
テ
ル
・
ノ
ウ
チ
」

を
開
業
。
当
時
は
高
価
で
あ
っ
た
木
材

を
使
っ
た
村
初
の
本
格
的
木
造
建
築

で
、
3
階
建
て
21
部
屋
を
持
つ
立
派
な

ホ
テ
ル
だ
っ
た
。
1
階
を
郵
便
局
や

交
番
に
、
2
階
を
村
長
室
や
裁
判
所
に

無
償
で
提
供
、
村
は
与
吉
の
ホ
テ
ル
を

中
心
に
発
展
し
て
い
っ
た
。

与
吉
は
、
英
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
の
ほ

か
、
ア
ン
デ
ス
原
住
民
の
言
語
で
あ

る
ケ
チ
ュ
ア
語
に
通
じ
て
い
た
の
で
、

現
地
の
ガ
イ
ド
も
し
て
い
た
。
後
に
、

ア
ン
デ
ス
文
明
研
究
家
と
な
る
天
野

芳
太
郎
氏
が
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
遺
跡
を
訪

問
し
た
際
に
は
、1
週
間
ほ
ど
ホ
テ
ル・

ノ
ウ
チ
に
滞
在
し
、
遺
跡
の
案
内
を
与

吉
が
し
た
と
い
う
。

村
人
の
人
望
を
集
め
た
与
吉
は
、

1
9
3
9
年
か
ら
、
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
が

正
式
に
村
と
な
る
1
9
4
1
年
ま
で
、

最
高
責
任
者
で
あ
る
行
政
官
を
務
め
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
で
、
ペ
ル
ー
は
連

合
国
側
と
し
て
参
戦
。
1
9
4
1
年
に

太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る
と
、
ペ
ル
ー
政

府
は
日
本
語
新
聞
の
発
行
を
禁
止
、
日

系
人
の
資
産
凍
結
措
置
な
ど
と
と
も

に
、
不
法
入
国
を
理
由
に
日
本
人
や

日
系
人
を
逮
捕
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

最
終
的
に
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
中
南
米

諸
国
に
住
む
約
2
0
0
0
人
の
日
本
人

と
日
系
人
を
ア
メ
リ
カ
国
内
の
収
容
所

に
強
制
連
行
し
た
。

与
吉
の
も
と
へ
も
憲
兵
が
派
遣
さ
れ

た
が
、
村
人
は
自
分
た
ち
の
危
険
も
顧

み
ず
「
日
本
人
は
い
な
い
」
と
与
吉
の

身
を
守
っ
た
。

1
9
4
7
年
、
村
の
川
が
氾
濫
し
、

大
き
な
土
砂
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
。
率

先
し
て
復
興
活
動
を
行
っ
た
与
吉
は
、

1
9
4
8
年
、
政
府
か
ら
マ
チ
ュ
ピ野内与吉 氏

鉄道関連の工具

　野内会長は、与吉氏がペルーに渡り100年となる2017年、福島県大
玉村に「マチュピチュ村を創った日本人 野内与吉資料館」を開設した。
　単身ペルーに渡り、村を作り上げた与吉の歴史を残すとともに、外
国に渡って現地で功績を立てた日本人たちの軌跡を語り継いでいき
たい。そして、今も異国の地でがんばる人々を勇気づけるきっかけに
したいという野内会長の思いが込められている。
資料館の展示品
・ 野内与吉遺品（約20点）：マチュピチュ鉄道関連の工具、愛用品等
・ 写真パネル（野内与吉の歴史紹介、ペルー国紹介、マチュピチュ村紹

介、大玉村紹介、マチュピチュ遺跡紹介、マチュピチュ村と大玉村友
好都市締結の経緯、天野芳太郎氏の紹介、資料館開設までの歴史）

・古代アンデス文明展示：土器
・現代アンデス文明展示：民族楽器、民族衣装

マチュピチュ村を創った日本人 野内与吉資料館
日本マチュピチュ協会　会長

野内セサル良郎 氏
1975年 ペルー共和国クスコ市に生まれる
 （日系ペルー三世）
1991年 就労のため来日
2005年 四日市大学卒業
2013年 マチュピチュ区役所日本特別代表者　任命
2014年 非営利団体日本マチュピチュ協会　設立
2017年 アンデス民族名誉人物賞　受賞
 一般社団法人　野内与吉資料館　代表理事

©日本マチュピチュ協会

「野内与吉資料館」は、現在、大玉村の公共施設である大玉村農村環
境改善センター視聴覚室内に移転している。入場料無料。休館日
は土日祝日。その他休館となる日もあるため、来館の前に問い合せ
が必要。【TEL】 0243-24-1939
詳しくはホームページを。
https://oscar-nouchi-yokichi.wixsite.com/memorial-museum
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チ
ュ
村
の
村
長
に
任
命
さ
れ
た
。

1
9
5
0
年
頃
、
再
び
ペ
ル
ー
国
鉄

で
働
く
た
め
、ク
ス
コ
市
へ
移
住
。
定
年

ま
で
勤
め
る
と
、
仕
事
を
息
子
の
ノ
ウ

チ
・
セ
サ
ル
・
モ
ラ
レ
ス
（
野
内
会
長

の
父
）
へ
引
き
継
い
だ
。

晩
年
、
与
吉
は
、
一
度
日
本
へ
帰
国

し
て
い
る
。
1
9
5
8
年
に
、
ペ
ル
ー

を
訪
れ
、
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
遺
跡
を
見
学

さ
れ
た
三
笠
宮
殿
下
に
、
与
吉
の
長
女

が
花
束
を
贈
呈
。
そ
の
出
来
事
が
日
本

の
新
聞
記
事
に
な
っ
た
。
記
事
を
目
に

し
た
与
吉
の
日
本
の
家
族
が
与
吉
の

消
息
を
知
り
、
日
本
大
使
館
を
通
じ
て

連
絡
を
と
っ
た
こ
と
で
、
1
9
6
8
年
、

52
年
ぶ
り
に
大
玉
村
へ
帰
郷
し
た
。

日
本
に
滞
在
中
は
、
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ

遺
跡
に
関
す
る
講
演
会
を
開
催
し
ペ

ル
ー
の
魅
力
を
伝
え
、
地
元
新
聞
や
ラ

ジ
オ
番
組
に
出
演
し
た
際
に
は
、「
今

世
浦
島
（
現
代
の
浦
島
太
郎
）」
と
紹

介
さ
れ
た
り
も
し
た
。

日
本
に
戻
る
よ
う
に
家
族
は
説
得
し

た
が
、
ペ
ル
ー
に
妻
や
11
人
の
子
ど

も
た
ち
が
待
っ
て
い
る
か
ら
と
、
ペ

ル
ー
に
戻
っ
た
。
そ
の
わ
ず
か
1
年
後
、

与
吉
は
息
を
引
き
取
っ
た
。
享
年
74
。

マチュピチュは、南米ペルー
共和国のアンデス山脈、標高約
2,430メートルの尾根に位置する
古代インカ帝国の遺跡。山裾から
遺跡の存在が確認できないことか
ら、「空中都市」「インカの失われ
た都市」などと称される。1983年、
マチュピチュ遺跡とその周辺が「マ
チュピチュの歴史保護区」として
世界遺産に登録された。

遺跡は神殿と居住区で構成さ
れ、総面積の約半分の斜面には

40段に渡る段々畑が広がっている。
建造物の石積みは、カミソリの刃
すら隙間に通さないほど精密に組
まれており、数百年経った今でも
しっかりと姿かたちを遺している。

なぜ、このような高地の断崖
絶壁に都市を作ったのかは諸説
あるが、アンデス文明においてイ
ンカの人々は文字を持たなかった
ために記録がなく、いまだ謎に包
まれている。

遺跡には、太陽の神殿、コンド

ルの神殿などがあるほか、インティ
ワタナ（地球と太陽を結ぶ岩）とい
う聖なる場所もある。1911年に
アメリカの探検家 ハイラム・ビン
ガムが発見した時、そこには先住
民が住んでいた。現地の人たちは、
遺跡の存在を知っていたが、この
場所を守るため隠していた。

現 在、 遺 跡 の麓 にある人 口
7,000人ほどのマチュピチュ村に
は、世界中から一日に3,000〜
5,000人の観光客が訪れている。

インティワタナ 太陽の神殿

開発が始まった頃のマチュピチュ村

現在のマチュピチュ村

©日本マチュピチュ協会

©日本マチュピチュ協会

友好都市協定締結

・ 野内会長と行くマチュピチュツアー（2019年4月出発）発売中！！
・ 講演依頼などは日本マチュピチュ協会ホームページ参照。（http://japanmachupicchu.wixsite.com/peru）
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